CORONA 


コ□ナ密閉式石油ストーブ〈業務用〉 


取扱説明書 


gu エフエフ エス ビ- テイ- 

I 飞 FF-1609SBT 



このたびは、コ□ナ 5 ミ由ス I ブをお買いあげ 
いただき、まことにありびとうございました。 

正しくお使いいただくために、この取扱説日月書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった後ちお使いになるちびい 
つでち見られる巧に「保証書」となに大切に保 
管しでください。 


A 警告 

(8) 
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ガソリン使用禁止 
使用 燃料：' 灯油 

J 


KEROSENE ONLY 



□ 特に注意しでいたださたいこと 

(安全のために必すお守りください)1〜3 


* ロミ由の廃棄についで- - ~ -3 

B 使用する場所-3 

且各部のなまえ 一 . . 4〜6 

♦外観図-構造図4〜5 
♦操た部-表示部 —— 5〜6 

□ 使用前の準備-7〜8 

•燃料-7 

•給';由-7~8 

♦点义前の準備とお認 - 8 

且使用ちま —一 …- - - 9〜12 

•点义-9 

•き温の調節 - 9 

•風向調節 -- — 10 

•消义 —— … 
♦タイ 7 —の使用ちま 11 〜 12 

みザお I 基 ~ -- 一-— - 13 

田その他の装置 —— ^—~—-13 

□ 日常の点検-手入れ - 14〜16 

回定期点検-16 

阻故障•異常の見分け方と処置方法-17 

田部品交換のしかた^― — 一一 —18 
旧 保管(長期間使用しない場合） 18 

旧 住様 ———— ^―19 〜 20 
旧 ァ フターサー ビス 20 
旧 据巧け.移設一^^ - —21-22 
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么警告 (WARNING) 

給排気筒トップには金網などは付けない 




スプレー吿厳禁 

スプレー生や力じットこん 
ろ巧ボンベなどを温風のあ 
たるところに放置しないで》ドい乂\ 11, 

ください。 ^ 

熱で生の圧力び上びり、爆発しで危険です。 

ご自身での据付け.移設工事の厳禁 

お客様ご白身による工事は危険 
です。 

据巧け工事は販売店や専門業者 
にご依頼ください。（ストーブ 
を移設させる場含を同じです。） 




定期点検の実施 

定期的にをに1回程度)に点検■整 
偏を受けでください。 

点検を受けすに長期間使巧し続け 
ると、故障や事故の原因になり后 
険です。 

点検-整備はお買い巧めの販売店 
や資格者のいる店に巧頼しでください。 



〇 


カソ IJ ン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高いミ由は、絶巧に使巧 
しないでください。义災の原因になります。 


(§) 



給排気筒トップ開そく危険 

給が気筒トツプの周りび雪でふ 
さびれたまま使巧しないでくだ 
さい。ふさびれでいるときは、 

除雪しでください。 

また、板などによる「雪囲い」 

はおが気の巧げになるのでおやめください。閱そくしで 
いると運転中にがガスび室のに漏れで、危険です。_ 

温風吹出□をふさがない 

巧類、紙などで温風吹化□や空気 
取入 □ をふさびないでください。 

巧類、紙などでふさぐと、乂災の 
原因になります。 

給排気筒(管*ホース)がれち険 

給排気筒（管-ホース）び外れ 
たまま使巧しないでください。 

外れでいると運転中に排ガスび 
室のに漏れで、危険です。 

巧類の乾燥厳禁 

衣類などの乾燥には使巧しない 
でください。 

巧類び落下しで义びつさ、义災 
の原因になります。 





D 特にま意にいただまたいこと度をのためにおず約りください) 


この取扱説日月書および製品への表示では、製品をままに正しくお使いいたださ、あなたや他の人々への危害やお産へ 


の損害を未がに防止するために、いろいろな絵表示をし 
でいます。その表示と意味は巧のよラになつでいます。 
巧客をよく理解しでから本でをお読みください。 


A 警告 


この表示を無視しで、誤った取り扳い 
をすると、人が死こ、重傷を負ラ巧能 
性または乂がの可能性が想定される内 
客を示しでいます。 


A ミ主意 


この表示を無視しで、誤った取り扱い 
をすると、人が傷害を負ラ可能性や牧] 
的損害の発生が想定される内容を示し 
でいます。 


A 

(§) 


絵表示の例 

A 記号は;主意を促す巧容びあることを告げるちのです。 
図の中に具体的な;'主意の容(左図の場合は一般的なを 
意)だ猫かれでいます。 

G ) 記号は禁止の行為であることを告げるちのです。 
図の中や近傍に具体的な禁止内容(左図の場合はガソ 
U ン禁止)び描かれでいまず。 

〇記号は行為を指示ずる内容を告げるちのです。 

図の中に具体的な指示の客(左図の場合は一般的な行 
為の指示)び巧かれでいまず。 


么注意に AUTION) 


力ーテン、可燃物近接禁止 // r // /TN 

力-テンゃ燃ぇゃすぃちのを J !换{ C 

巧ブけないでください。 

义災び発ちするおそれびあり 

ます。巧燃物との離隔距離に 1 

ついでは、標華据付図21ページ)を参照しでください。 

電源コードを傷めない 巧^^ 

電源〕-ドに無理な力を加えた V V 

り、物を抓たりしないでくだ 

さい。また、電源プラヴを巧くぶ!質 • 

ときは、コードを持って弓1き巧 ' 

かないでください。乂災や感電の原因になります。 

フィルタを外しての運転禁止 / C \ 

巧流届送風機のフィルタを外した状態で運転しますと、カーテンなどを巻きこんで义災になるおそれび iXi 

あります。またまなどふれるとけびをするおそれびあります。 



たさ焼巧 
のだ燃る 
けく常れ 
よで異漏 
虫い'に 
ま、なり巧。 
ごけな室す 
刀巧にびで 
ッはげス険 
卜ど巧ガ危 
筒なの排〇 
気網気しあ 
排を排こび 
おのお起性 

























































A 注意 (CAUTION) 


廃棄するとをのま意 


オイルフィルタ 


ストーブを廃棄処分するときは、 

のな;'由を巧さ取ってください。 

(厮15ページ） 

な;'由び入ったまま廃棄するとリサイクルの際に思 
わめ事故になるおそれびあります。 


異常時使用禁止 

巧一異常を感じたとさは、使巧 
しないでください。 

異常燃烧のおそれびあります。 
すみやかに運転スイツチを「停止 J 
にしでください。 


〇 



身瓜 


高温部接触禁止 

燃焼中や消义直後は、高温部 
(温風吹化□)、おが気筒トップ 
にまなどふれないでください。 
やけどのおそれが'あります。 


>小さいお子様のいるご家庭では、特にを意しでください。 


長期間使用しないとをは電源プラグを抜く 


長期間使巧しないときは、電源プラブを巧いで 
ください。 

义災やず想しない事故の原因になります。 


运 


電源の接続 


0 


参電源は適正配線された単相100 V のコンじント 
な外は使巧しないでください。 

発熱-発义の原因になります。 

参電源コードは、違中で接続したり、延長コードの使巧 
他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 
発熱-発义の原因になります。 


な油の保管 

ロミ由は、 '火気' 雨水、ごみ、高温および直射曰化 
をさけた場所に f 呆管しでください。 

ガソリンなどといっしよにな管しないでください。 
誤って使巧すると異常燃焼や义災のおそれびあります。 


〇 


据付け上のま意 


〇 


参お客様ご自身による工事は危険です。 

据巧け工事や移設工事は、必すお買い巧めの 
販売店に依頼しで < ださい。 

参ストーブおよび給排気筒のおなけについでは义おず防 
条例、6ミ由燃焼機器の設置畳準による規制が'ありますの 
で、これに従つでおなけでください。 

参ストーフ'の固定は、本体固定を具などで、確実に固定し 
でください。 


変質打油禁止 

変質な;'由（持ち越したな;'由)、不純な;'由（な;'由 lai 外 
の;'由‘水’ごみび混入した灯;'由など）を使巧しない 
でください。異常燃焼や故障のおそれびあります。 


0 


温風1し直接あた!3ない 

温風に直接長時間あたらない 
でください。 

イま温やけどや脱水を状になる 
おそれびあります。 


>特にお寺様やお年奇り、体の不自由なちび使われるときは、 
周囲の人び十分;'主意しでください。 

>巧類などを乾燥した場合、素材によっては色あせすること 
びあります。 



改造使用の禁止 

改造しで使巧しないでください。また、ストー 
フ'本体や給が気筒には床暖房巧の熱交換器など 
を取り付けないでください。 

义災やがガスび室内に漏れる原因となり危険です。 

電源プラグは確実に差しこむ 

電源プラヴはコン t ントに根元まで 
確実に差しこんでください。（また、 

傷んだプラク''やゆるんだコンじント 
は使巧しないでください。） 

义災の原因になります。 

めれたまでの巧き差しはしないでください。 

感電の原因になります。 

電源プラグのお手入れをする 


0 



〇 


ときどきは電源プラヴを巧き、ほこり（および 
を属物)を除去しでください。（ほこりが'たまる 
と湿気などで絶縁不良になり）义災の原因になります。 


腰をかけたり、物をのせない 

腰をかけたり、やかんや巧びんなどの物をのせ 
ないでください。やけどしたり、ストーブび変 
おすることびあります。また、水び巧部に入る 
と、感電、义災、故障の原因になります。 


0 


給排気筒付近の可燃物近接禁止 


お排気筒トップのおくに、 
なミ由や可燃物など弓 I 义の 
おそれのあるちのを置か 
ないでください。 

义災のおそれびあります。 





0 


指や異物を入れない 

温風吹出□や空気取入□などに指や異物を入れ 
ないでください。けびや义災の原因になります。 


0 


油漏れ確認 

ミ由タンク-コ''ム製送;'由管- 
接含部および機器などから 
のな;'由漏れびないことを 
確認の上ご使用ください。 
な;'由び漏れでいると义災の 
おそれびあります。 



( 漏れ確認 







































分解修理の禁止 

故障-破損したら、使巧し 
ないでください。 

不完をな修理は、危険です。 
お買い巧めの販売店に修理 
をめ頼しでください。 



A 注意 (CAUTION) 


高温部(やけど)にま意 

燃焼中や消义直後は、高温部（ブリルの周迈など）、排気筒（煙突、排気筒トップ、おが気筒トップ） 
にまなどふれないでください。やけどのおそれびあります。 


A 


お願い （ NOTICE) 


打■油の廃棄 

な';由の廃棄処分は、な';由をお買いホめになった販売店に 
ご相談ください。 


回使用ずる場所 


ま全に使用ずるために 


>マントルピースなどに据付ける場合は、標準据巧け例に従つ 
でください。21ぺージ） 



0 


け票高び1500 m な上の場所では使用しないでください。 
(空気の濃度び'薄いため、燃焼に必要な空気び'不足します。） 
標高 800 m 〜1 500 m で使巧する場含は調整び必要です。 
(詳しくは、 T 事説明書の 倍 jlli 姐お M 福 をご覧くだ 
さし、。） 



•温室、飼胃室、乾燥室などでは絶巧に使用しないでください。 
•温室、飼胃室など、動植物の胃成裁培に使巧しないでください。 



0 


効果的に使用ずるために 


窓の下や壁面に設置 

•外気に接する窓の下や壁面に置くと、を気びス I -ーブで 
暖められ、温風としで対流しますので効果的です。 

温風の循環を巧げない 

♦温風吹出□の前面に障害物を置かないでください。 

•障害物びあると、部屋の温度にむらびできるばかりでなく、本体 
の温度び上昇しで危険です。 

•温風吹出□側の空間を広くとれる場所を選んでください。 




〇 
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回る部のなまえ 


广外観図） 


ルーバー 
温風の出 □ 


風向レパー 
炎お認窓- 


前パネル 


調節脚 



-とつで 

-表示部 

操作部（力八一内) 
-側板ふた 

-置台 


iiTsil 


給が気筒本体- 

給気筒トップー 

給気ホース- 

排気管巧け— 
検巧用リード線 

オイルフィルタ- 

電源コードー 



—背面 カバー 

—本体固定を具 

温風空気取入 □ 
(フイルタ） 

-巧流用送風機 

-化平器 


ルームサー モ它 ンサー 


ゴム製送ミ由管 












































































































-防爆装置 

-燃焼用送風機 

燃焼制御装置 （ CdS ) 

-電磁ポンプ 

一巧震 g 動消乂装置 


過熱防止装置（まをサーモスタット)- 


遅延サーモスタット 
熱交換器 



が筒 


プリント配線板 



































































































































































































































































































回使用前の準備 




燃料は必ずな油 （ J 旧1号灯油）を使用しでください。 

(§) 


么警告ガソリンなどの揮発性の高いミ由は絶対に 


使巧しないでください。义災の原因にな0ます。 


参 rA を意 I 変質な';由、不純な';由などは絶対に使巧し 
ないで < ださい。 

参 レま意 I な';由は必す乂気-雨水-ごみ-高温およ 
び直射曰巧をさけた場所にな管しでください。 

ガソリンなどと一緒に f 呆管しないでください。 

誤って使巧すると異常燃焼や义災のおそれびあります。 


0 

〇 


灯油とガソリンの見分けかた 


指先に燃料をつけ、息をふきかけます。 
(义の気のない巧でおこなつでください。） 



変質 I 灯油•不純な油とは 


的シーズンよ 


長期間曰がに 

容器のふたが 

水-ごみやな 

0持ち越しの 


あたる巧や温 

開けであったり、 

ミ由な外の巧び 

なな 


度の高い巧に 

乳白色のポリ 

ほんのねすか 



保管した'な油 

容器で保管した 

でち混入した 

0 

0 

ロミ由 

0 

ロミ由 

戀變 



、ぶ' 喫 

ぶろ^斥.ごみ.刀ソリン^ 
イ靈ミ由.機械ミ由. 
「1ベ1でんぷら巧…） 


•極度に変質したちのは、黄色巧びかったり、すっぱいにおいびしまず。 
•必す灯ミ由用のポリタンクをお使いください。 

参灯;'由はシーズン中に使いきりましよラ。 


■変質な油や不純な油を使用すると、 
機器の故障の原因になります。 

参';由の程度にちよりますび、燃焼不良をおこ 
したり、ス I -ーフ'の損傷を早め、故障の原 
因になります。 

参水やごみび送ミ由経路巧に流れこみ、燃焼不 
良や着乂不良の原因になります。 


■変勤で由や不純 I 灯油を使用したときは… 

♦お買し、ホめの販売店または、おおくのコ□ナ 
お客様ご相談窓□にご連絡ください。 



参変質な'油、不純な'油び原因で修理を依頼されたときは、保証期間中でち保証の巧まがとなります。 
参変質な';由の処理でお困りの場合は、な';由をお買いホめの販売店にご相談ください。 


•[ A ミち意]給ミ由は必ず消乂しでから乂の気のないところでおこなつでください。乂巧のおそれびあります。 


給油の手順とを意 


1. 油タンクの送油バルブを 
閉じる 



2. 給油□ふたをがし給油する 

参市販の給';由ポンプなどを使巧しで、 

ミ由量計を見なびらお';由しでください。 
参;'由量計の針び「満」をさしたら、お 
ミ由をやめでください。 



参給ミ由をはおミ由□にあるストレーナ(ろ網) 
を取り出しで、水やごみびたまつでい 
たら掃除をしで < ださい。 



参給'油の際に、化-ごみなどを入れないよラにま意しでください。 

化-ごみなどは燃焼不良やス I -ーフ’の寿命お下などの原因にな0ます。 















































































灯油がなくなると… 


参ご使巧中、ミ由タンク巧の灯ミ由びなくなると、デジタル表示部に日 I ?または日4び表示され消'义します。 
参;由 夕、,勺ド 巧!(― I れ ，、-•■ろ ミ 主写しでくださ'、 

参な'油びなくなり、デジタル表示部に f 表示び出た場合は、給'油後送'油経路巧の空気なきび必要となります。 

V_ ) 


送油経路内の空気巧き 


♦初めで使用するときやミ由のれでデジタル表示部に f 表示び出 
た場台は、ミ由タンクにおミ由した後に、送ミ由バルブを開き空気 
抜きをおこなつでください。 

1. 空気抜き巧ねじをゆるめる 

♦な';由び床にこぼれないよラにオイルフィルタの下に巧や、 

容器などを用意しでください。 

2. ゴム製送油管をよく振り空気巧ぎをする 

♦コ''ム製送'庙管をよく振り、送'庙経路巧の空気抜きを十分 
におこなつでください。 

3. 空気巧き用ねじを締める < 

♦空気び抜けオイルフィルタの中になミ由び満たされたら、空気抜き用ねじを締めでください。 



点义前の準備と確認 




ま意 I 油タンク • ゴム製送'庙管-接台部および機器など 
から'庙漏れびないことを確認の 上、 ご使巧ください。 

参ミ由漏れのあるときは使用を中止し、ミ由タンクの送ミ由バルブを閱じ 
でから、お買いホめの販売店にご相談ください。 



卢誠触就を 


注意 J 電源プラグ•コードの発熱-発乂を防ぐために • • • 

参電源プラヴはコンじントに根元まで確実に差しこんでくださし、。 
参電源は必す適正配線された単相1 00 V のコンじントを使届しで 
ください。 

参電源コードは、途中で接続したり延長コードの使届、他の電気 
器具とのタコ足配線をしないでください。 


コン它ント 
100V 



ストーブ周囲の確認 


I 。么を意 


力ーテンや燃えやすいちのを近ブけないでください。 
乂巧び発をするおそれびあります。 



0 


給排気筒接続部の確認 


給排気筒(管•ホース）びがれたまま使巧しない 
でください。 

がれでいると運転中に排ガスび室巧に漏れで、危陵です。 







































































画使用方法 



2. 運輯スイッチを巧す 

♦運転ランプび点灯し、燃焼ランプび点滅します。 
このとき同時に時刻表示から温度表示にのり変わ 
ります。 

♦約10秒後に点义し、燃焼ランプび点滅から点灯に 
変わります。 

♦点乂しでストーブ巧び暖まり、2〜4分後に巧流 
巧送風機びまわり始めます。 


参点义時、放電音と同時に着义音を発しますび、 
異常ではありません。 


，運転•停止里 




它ツト温度 


室内温度 


〇運転 

だ燃焼 


AM 

温度 

PM 


AM 


< 


• 

• 

3[1 

t ツト温度 室巧温度 

c'lJ 

〇 

1 ? 


約10秒後に点火 


〇運転 
〇燃焼 


参ネリめで使用される場合やオイルフイルタの空気巧きをおこなった直後の点乂では、一度で着乂しないことびあ 
ります。このス I -―ブは S ス着乂時に再度自動点乂操作をおこないますび、それでも着乂しないで日合表 
示されることびあります。このよラなときは、運転スイッチを巧しちどし、再度点乂操作をしでください。 

参ネリ使用時はストーブの防鐘';由や塗料などび焼けで煙とにおいび出ることびあります。 

窓をあけで部屋の換気をしでください。 

参点义を約10分間は、熱膨張のため熱交換器などびルさな音を出すことびありますび、異常ではありません。 

参が気温びおくなると、給が気筒トップから連続的に白煙び出ることびあります。 

これはがガス中に含まれでいる水分び凝結しで化蒸気になるためで、異甫燃焼による白煙ではありません。 

V _ J 


♦温度-時計調節キーを巧す 

• キーを}甲しで希望の温圓こさねせで < ださし、。 

♦キーを押しつブけると、表示は連続しで変わります。 



参ルームサーモ它ンサーにより、它ット温度に応じで自動的に乂力調 
節および、消乂をおこないます。 

参未它ットの場含、 t ット温度は自動的に20でに t ットされでいます。 
参じツト温度は、12でから30でまでの範囲でじツトできます。 


忆ット温度 室内温度 



参停電びあった場合でも、1分な内の停電であれば再它ツトする必要はありません。 

参室内温度表示は、ルームサーモ它ンサー周迈の温度を感知しで表示するので、お部屋の温度計とは 
数値び一致しないことびあります。 

参ルームサーモ它ンサーは、ストーフめ上部や熱の受けやすい場所、直射曰光やお気のあたる場所を 
さけ適切な位置に取り巧けでください。 

N _ J 


















































•風向は上下-左ちに変えることびできます。 



V_ y 


gPCT 

♦運括スイツチを巧しをどす 


♦運転ランプ、燃焼ランプび消灯し、消义します。同時に温度表示から時刻表示に切り変わります。 
♦消义後は本体内部びちま P するまで送風を継続し、5〜7分後に巧流用送風機び停止します。 


1運転•停止里 



室巧温度 

で 


〇運転 
〇燃焼 



AM 

温度 

PM 


じット温度 室内温度 


ミち意 I 長期間使巧しない場台は、巧流巧送風機び停止しでから、電源プラヴをコン它ントか 
ら巧いで < ださい。 


参が出するときは、必す消乂しでください。 

参消乂操作を、温風び出でいる間は、絶対に電源プラグを巧かないでください。もし巧きますと、 
のぞさ窓びすすでくちったり、ストーブの表面温度び上昇します。 
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タイマーの使用方法 


現在時刻 • 現在曜日の合わせかた 


切換スイッチを「時計させ J の位置にする 


2. 時刻をさわせる 

参未它ットの場合、現を時刻は 


を表示します。 


参く |]| I >キーを巧しで、デジタル表示部の時刻を台わせ 
で < ださい。 

♦キーを押しつブけると、表示は連続しで変わります。 

参時刻を合わせるときは、 AM 、 PM をまちが'えないよラを意し 
でください。 

3. 曜曰設定キーを巧す 

♦曜曰設定キーを押しで、現在曜曰に台わせでください。 
♦キーを押しつブけると、表示は連続しで変わります。 


4.切換スイッチを「時計 J の位置にをどす 

♦これでじット完3です。 

参現を時刻忆ット後は、の換スイッチを必ず「時計 J の位置に 
台わせでください。「時計合せ」位置では時計は止まったま 
ま(こなります。 


タイマー時刻の合わせかた 


.切換スイッチを「タイ7—させ J の位置にする 


2. タイ 7— 時刻をさわせる 

♦未じットの場台、タイマー時刻は自動的に AM 
にじツトされでいます。 


と, 


00 


• \ ||| キーを押しで希望のタイ7-時刻にさねせで〈 

ださい。 

♦キーを押しつブけると、表示は連続しで変わります。 

♦時刻を合わせるときは、 AM 、 PM をまちびえないよラ;'主意し 
でください。 


4.切換スイッチを「時計 J の位置にをどす 

参タイマー時刻は1度它ットすれば記憶されます。 

♦タイマー時刻忆ット後は、の換スイッチを必ず「時計 J の位 
置に合わせでください。 


時計 

切換スイッチ 



温度•時計調節 




じット温度 


室巧温度 


AM 

温度 

PM 


B : 30 



曜曰設定 


回圓図困困固因 


時計 

議スイッチ g 甚タィマ- 



時計 

切換スイッチタィマ- 



タイマーの時間設定 
び24時間内の場合 


温度 • 時計調節 



じット温度 室の温度 


AM 

温度 

PM 


13こ 31] 


時計 

切換スイッチ雲さタィマ- 



















































おはよラタイマー運転 


♦タイマー運乾キーを巧す 

♦運転中、または運転スイッチを巧した後、 
タイマー運転キーを押しでください。 



〇運転 
〇燃焼 


♦タイマーランプび点灯し、点火する曜日の 
ランプび点滅します。 


タイマー運転 



〇運転 
〇燃焼 


〇》ィト 


回回因困困 


♦デジタル表示部はタイマー時刻を約3 0秒表示 
した後、時刻表示にちどります。 


t ット温度 室の温度 



タイ7—時刻 
を30秒間表示 


かジト温度 


室巧温度 

, f ^ 

AM 


0 


/ U 它ツトをは、 

温度 

PM 

• 

二 IU 

現を時刻を表示 


♦台わせた時刻になると自動のに運転を開始します。 


時間設定が24時間を越えるときは、おはようタイマー運転のセツトにつづけて… 


♦曜曰設定キーを巧す 

♦タイマー運転キーを押しでから30秒巧に曜曰設定キーを 
押し、点乂する曜日のランプを点滅させでください。 
♦ちわせた曜曰-時刻じなると、自動のに運転を開始します。 


タイマー運転 Qs-ccv 
■ \ 



♦点乂する曜曰設定は記憶されません。 



【例】 

現を曰曜曰の PM1 2:30で 
义喔曰の AM8:30 に点乂 
させたレ場さ 


PM 12:30 
〇タィマ- 


AM 8:30 


间 两 闲固旧 


参点乂する曜曰のランプは運転を開始するまで点滅を続けます。 

参タイマー它ットを、点义する曜日を変更するときは、タイマー運転キーを押しでタイマーランプを消口 
させ、再度タイ7—運転キーを巧しでから再設定しでください。 

参タイマー它ット時刻をお認するときは、切換スイッチを[タイマー合せ J の位置にしでください。 

(お認後は「時計」の位置にちどしでください。） 

参タイマー它ットを、它ット時刻前に点乂したいときは、再度タイマー運転キーを巧しでください。 

参未它ットの場合、電源プラグをコン它ントから巧いたときや停電後再通電したときは、デジタル表示 
部び円:円または、匿]。°臣宜を表示し、タイ7-運転はしません。 

再度、現を時刻合わせ、タイ7— 時刻合わせをおこなってください。 

参が出時など留奇中に燃烧を開始するよラなタイマー它ットは、絕巧にしないでください。 
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画まき装置 

このストーブには巧のよラな安全装置び'ついでいます。 

すべでの安全装置は、異常び取り除かれでち再度点乂操たしなければ運捉は停止したままです。 


r を全装置 

原因-作動結果 

処置方法 ^ 

巧 震 自動消乂装置 

( E - :[巧 表示） 

参地震(震度約 5 な上)や強い衝擊 
を受けたとさは巧震白動消义装 
置び作動しで自動的に消义しま 
す。 

参地震によって作動した場含、周囲の可燃物、機器 
の損傷、巧漏れ、お排気筒の外れなど異常びない 
ことを確認しでから再点义しでください。 

点义まを装置 
燃焼制御装置 

/ [ e 3 ：{M 表示、 

\て司 r 區哥 表示) 

参';由のれ.点义=ス • 途中失义 • 
異常燃烧したとさに白動消义し 
ます。 

参「曰常の点検-ま入れ Kt：^ 14 〜 16 ページ)をし 
でから点义操作をしでください。 

処置しでち繰り返しエラー表示び化るときは、 
一旦運転スイッチを〔停止〕にしで販売店に連給 
しでください。 

停電まを装置 

/ /5 - 1° E E 表示、 

1 再通電後 1 

参停電や電源プラヴびコンじント 
から巧けたとさは、すべでの運 
転を停止します。 

•電源プろヴを棉認しでくださし、。 

参停電復帰(再通電)後デジタル表示部に 1 と-じ 1 とと 
び表示され、ストーブは運転しません。 

再度点义操作をしでください。 

過熱防止装置 

〔まをサーモスタット〕 

(表示部全消な） 

参温風空気取入□や温風吹化□び 
ほこりなどでふさびれたり、ス 
トーブ前面に障害物びあるなど 
しで本体の部が'過熱すると自動 
的にミ肖义します。 

参温風空気取入□や温風吹化□の掃除をしでから再 
点义しでください。 1 日- 16 ぺージ） 

処置しでち繰り返しエラー表示び出るときは、 
一旦運転スイッチを〔停止〕にしで販売店に連給 
しでください。 

V 


因その他の装置 


装置の名称 


原因-作動結果 


処置ち法 


参排気管の接続部び外れたり、排気管 
巧け検知巧リード線び断線したとき 
には、安を装置が'作動し、エラー表 
示 iz - jri ijiji を表示し、自動的に 


>原因を調べ、処置を点义操作をしでくださ 
し、。 


排気管抜け検巧装置 


消义します。 

♦拼気管巧け検巧装置にたよらず、 
給が気筒や延長管を月に1度は点 
検しでください。 



排気管巧け検知巧リード線のゆるみまたは、 
外れ.断線びないか確認しでください。 


過電流防止装置 

旧アンペア） 

(表示部全消な） 


>内部配線のショートにより過電流び 
流れると、自動的に消义します。 


参ショートの原因を取り除き、電流ヒューズ 
を交換しでから、ちラー度点义操作をしで 
ください。 
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画曰常の点巧•手入れ 

点検-手入れは、消乂後ス I -ーブび十分ちえでから、必す電源プラグをコン t ントから巧いでおこなつでください。 

参 電気 部品の分おや巿販品との交換は絶対にしないでください。 

参燃焼部の分辑は絶対にしないでください。 


ストーブとストーブ周囲の点検（使用ごと) 


♦ r 么を意 I 力ーテンや燃えやすいちのを近ブけないでください。乂巧び発生するおそれびあります。 

♦ほこりやちれをそのままにしでおきますと、ミ由びしみたりしで危険です。 

ス I ブはいつも清潔にしでご使用ください。 

• A ま意 I '庙タンクやゴム製送'庙管-接台部および機器などからのなミ由漏れびないことを確認の上、 

ご使巧ください。 

参ミ由漏れびある場合は、お買いホめの販売店に修 S を依頼しでください。 

♦ゴム製送ミ由管は、屋外で使用しないでください。屋外での使巧は禁止されでいます。 

屋内でゴム製送ミ由管を使用しでいるときは、までかし曲げで、膨潤、収縮、変質、変形、ひび割れびないか確 
認し、欠点びあるときは交換しでください。交換のめやすは、3年に一度です。 


給排気筒接続部のゆるみおよびトップ周囲の点検（使用ごと) 


♦ 「么警告 給排気筒(管-ホース)び外れたまま使巧しないでください。 

がれでいると運転中に排ガスび漏れで危険です。 

• I 么警告 給排気筒トップの周りび雪でふさびれたまま使巧しないでください。ふさびれでいるときは、 
除雪しでください。閉そくしでいると、運転中に排ガスび室内に漏れで危検です。 

♦給が気筒およびトップの周囲に障害物び置かれでいないか、ときどき点検しでください。 

障害物び置いである場含は、移動しでください。 


油タンクの水巧き （1 シースン1〜2回） 


■屋内用油タンクを一例にして説明 

♦ミ由タンク内に?火びたまると、？火グージのな';由と?火の境巧面 
にホ色のフ□ー トび澤き上びります。 

1. フロートの点検 

参フ□ー トび澤き上びつでいたらが抜きをおこなつでく 
ださい。 



’なミ由 
フ□-卜 
■水 


2. 7火を巧く 

♦かあきバルブの下に容器を置いで、水巧きバルブをかしゆるめる 
と';由タンク内のかび出で、フ□-卜び;兜みます。 

かを抜いたらか抜きバルブを固く締めでください。 

♦か巧き後は、ミ由漏れびないか必ず確認しでください。 

参';由タンク内には、化やごみびたまりやすく、多くたまるとストーブ 
の方へ流れ出し、な'油の流れを妨げで十分な乂力び出なくなります。 
ときどき化グージの点検をおこなつでください。 



化巧ぎ 
バルブ 


給排気筒接続部のゆるみおよびトップ周囲の点検 （1 シースン1〜2回) 


が 管か売 
物 気 S 販 
異 がなの 
り 'いめ 
た。はで巧 
。ついさしい 
すくさと損買 
まつだる破お 
しをくけび' 

こ巣で巧ヴは 
おびしりン含 
をち除取リ場 
焼<掃び〇た 
燃/す再るい。 
全し必 'あでい 
完検 'ででしさ 
不点はしん損だ 
'ずき外こ破く 
と必とりめ。で 
るはる取はいし 
まにい度にさ頼 
つめで I 部だ依 
び初しを巧 < を 
筒ンり筒部で換 
気ズた気続め交 
が-っが接かに 

給シ入おの確店 
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フィルタの掃除(週 1 回む上) 


♦巧流巧送風機のフィルタびごみやほこりで目ブまりすると、送風力び弱くなりが気温度上昇やストーブの表面 
温度び上昇する原因になります。〔過熱防止装置（安をサーモスタット） 



3.掃除び終わったら、をとどおりに取り付ける 


• I 么ま意1 フイルタをがしたまま運転しないでください。 

フイルタを外した状態で運転しますと、カーテンなどを巻きこんで义がになるおそれびあります。 

また手などをふれるとけびをするおそれびあります。 

V_/ 


オイルフィルタの掃除 （ 1シーズン1〜2回） 


>オイルフィルタにかやごみびたまった場台は、なのよラに掃除をおこなっでください。 

. 巧タンクの送巧パルブを閉じる 


2.フィルタカップを外す 

参フィルタカップの下に';由到ブの容器を置いでください 
♦フィルタカツプを外し、？火やごみを捨てでください。 


3. フィルタをがしきれいな灯油で洗ラ 

♦フィルタを外し、きれいななミ由ですすぎ洗いをしでく 
ださい。 

参絶巧に水で洗わないでください。 



zr ム寺袋 


4. フィルタとフィルタカップをたットする 

♦フィルタをもとどおりに組み込み、フィルタカップは';由漏れびないよう確実に締め付けでください。 


のぞき窓の透明度び悪くなつたとき… お買しげめの販売店に依頼してくださし、。 


♦のぞき窓の透日月度び悪くなったときは、なのよラに掃除しでください。 


1. 前パネル、遮熱板をがす 


2. のぞぎ窓を止めでいるナツト2個をがす 

♦かしかを含ませた巧でのぞき窓をふいでください。 


参ナツト部は含温になつでから外しでください。 

参ちとどおり、巧一にナツトを締めで固定しでください。 

参 のぞき窓をがしたときは、パツキンを新品と交換しでください。 
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燃焼制御装置の掃除 （1 シーズン1〜2回) 


♦燃焼制御装置 （CdS) びちれると、炎の監視びできなくなります。なのよラに掃除をおこなつでください。 

1 . 側板ふたをがす 

♦ち側面の側板ふたをとめでいるねじ2本を外し、側板ふたを取りがしでください。 


2.燃焼制御装置 （ CdS ) をな< 



参もとどおり它ツトするときは、溝に合わせで取り付けでくださし、。 


V_/ 



熱交換器の点検 （ 1 シーズン 1〜2 回） お買しげめの販売店に依おしてくださし、。 


♦熱交換器の巧部にすすび異常じたまると、不完全燃焼の原因となります。 

参異常燃焼(においびしたり、給が気筒から黒煙び出るよラなとき)びおこった場合には、パーナの点検とあわ 
せで熱交換器の点検をお買い求めの販売店に依頼しでください。 

V _ y 


地震などの災害び発生したときの点検 


地震などの災害び発ちし、機器に振動や衝撃び如ねったときは、運お前に必ず巧の点検をおこなっでください。 

♦給排気筒周0のがれ、漏れの巧認 ♦な巧配管からの漏れ巧認 

点検で異甫びみつかった場台は、お買いずめの販売店に修理を依頼しでください。 


回定期点巧 

長巧間ご使巧にな0ますと、機器の点検び必要です。 

♦ 2 シーブンに1回程度、シーブン終3後などに、点検を実施しでください。点検のご相談はお買いあげ店または修理資 
格者〔(財）曰本6ミ由燃焼機器な守協合 （TEL 03-3499-2928) でおこなラ技術管理講習舍修3者 （6; 由機器技術管理 
±)など〕のいる店までお問い合せください。 


愛情点検 

I 長年ご使用の密閉式石油ストーブの点検をぜひ！ 


ご使用中止 


こんなを状は 
ありませんか 

参ミ由もれびする。 

♦強いにおいびする。 

参運転中に異常な音が'する。 

♦その他の異常や故障が'ある。 

► 

故障や事故の防止のため必す 
販売店にご連給ください。 

点検-修理についでのご費巧 
など詳しいことは販売店にご 
相談ください。 
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画が障 • 異常の見分け方と処置方法 

巧のよラな現まは巧障ではありません。 

参修理を依頼される前にをラー度お確かめください。 


f 現 象 

説 明 ' 

点火時 

消火時 

ネリめで使用するとき、煙やにおいび出る。 

耐熱塗料やほこりなどが焼けるためです。しばらく窓をあけ 
で換気しで < ださい。 

初]めで使用するときや、シーズン初めの巧使用時 
に1回で着义しない。 

点乂しでちすぐ消乂しでしまラ。 

送';由経路内の空気だまりなどじより、1回で着义しないこと 
びあります。2〜3回点义操がをくりかえしでください。 

送ミ由経路内の空気なきをしでください。 （[^8 ページ） 

燃焼開始時や消'乂をに「ピチ-ピチ J といラ音 
がする。 

本体内部び熱により膨張、収縮するためです。異常ではあり 
ません。 

点乂しでちすぐ温風び出ない。 

不快な;ち風を出さないためで、本体巧部び暖まると温風び自 
動的に吹き出できます。 

消'乂しでち温風び出でいる。 

本体内部が;ちま P するまで送風を継続します。 

燃焼時 

おびホい 

異萬ではありません。 

その他 

給が気筒の先端から連続的に白煙び出る。 

外気温び1氏くなると、がガス中に含まれでいる水分び凝結し 
で水蒸気になるためで、異常燃焼による白煙ではありません。 


参巧の表にちとブいで、をラー度お確かめください。 

参処置方まにより処置しでを良くならないときは、お買い巧めの販売店にご相談ください。 
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電源プラグびコン t ントに差しこまれでいない 

• 

参 







コンじントに植実に差しこむ 

電流ヒューズか'切れでいる 

• 

参 

• 






交換する 

設定温度びほい 


参 







設定を高くする 

ミ由タンクに灯;由がない 


参 

参 






給ミ由する 

送ミ由経路巧に水またはごみび'たまってレる 


• 

• 


• 




送ミ由経路巧の水旅舌をする 
オイルフィルタの掃除をする 

送ミを経路巧に空気だまりびある 


参 

• 


• 




送ミ由経路内の空気扳妾をする 

排気管の配管が長い、 ffi びり箇所び多い 




• 


• 



延長 3 m 、 ffl びり3箇所封下にする 

排気管のつま0 




• 


• 



掃除する 

送ミ由経路の接続部がゆるんでいる 


参 

• 


参 


参 

参 

締め付ける 

不良なミ由を使巧しでいる 


参 

• 

• 





良質のな油を使巧する 

燃焼制御装置 （ CdS ) が;'与れでいる 


参 

• 






感光部を舌れいじ掃除する 

過熱防止装置の作動（安全サーモスタット） 

• 

参 

• 






原因を取り除レた後、再点义する 










排気管の接続部および排気管巧け検巧田 

排気管抜け検巧装置の巧動 


参 

参 






リード線の接続部の外れがないか点検 
し、外れでいたら正しく接続する 










「地震などの災害が発をしたときの点横」 

巧震自動消火装置の作動 



• 






の点検項目を確認し、運転スイッチを押 
しなおし、再点义する 

給気ホースびがれでいる 






• 



確実に接続する 

t 給排気筒の先端びふさがれでいる 






• 



おおつでレるちのを取り除く 
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团部品交換のしかた 


部品交換のとをのを意 


不完をな修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整が'必要な場台には、お買いずめの販売店 
又は、修理資格者〔(財）曰本 6' 庙燃焼機器保守協含でおこなラ技術管理講習含修了客 （ S ' 庙機器 
技術管理±)など〕のいる販売店にご相談ください。 

部品交換は コロナ純正部品 とご指定ください。 

V_/ 


•純正部品がの部品をご使巧になりますと、性能び十分発揮できないばかりか、器具を損傷したり、思 
ねめ事故の原因となります。 


阻巧管很顯巧用しない場合） 

おしまいになるときは、曰常の点検•字入れの頂を参照し、巧の要領で保管しでください。 


1.電源プラグをコンたントから巧いでください。 

参 LA を 意 I 長期間使巧しないとぎは、 電源 プラヴを巧いでください。 


2.フイルタの掃除をしでください。 （な=15ぺ-ジ) 


3. 巧タンクの送巧バルブを閉じでください。 


4. オイルフイルタの灯油をすべで巧き取つでください。 15ぺ-ジ) 


5. 本化のごみやほこりを取り除いでください。 

♦掃除機などでごみやほこりを取り除いでください。 


6.本你をしめらせた巧でちれを落しでから、からぶきしでください。 16ペ-ジ) 


7.ストーブは据なけたまま保管しでください。 

♦温風の出□などにほこりなどびたまらないよラにカバーなどをかけでください。 

参どラしでち取り外しで f 呆管されるときは、ポリ袋をかぶせ、乾燥した場所に横倒しにしないよラおしまいください。 
♦巧シーズンに据なけをおこなラときじは、必ずお買いホめの販売店じの頼しでください。 

♦取扱説お書ち大のに保管してください。 
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国仕様 


型なの呼び 

FF -1 609 SBT (冨本型式 FF -1600 SBT ) 

種 類 

圧力噴露な-強制給が気巧-強制巧流お 

点义 方す 

高圧放電点义な 

使 用 燃 料 

なミ由 （ J 吃1号な;'由） 

燃料消費量 

最大 

18.5 kW (1.8 L / h ) 

最小 

13.4 kW (1.3 L / h ) 

発熱量（入力） 

最大 

66,670 kJ/h 

最小 

48,150 kJ/h 

熱効率 

最大 

86.0 % 

最小 

85.7 % 

暖房出力 

最大 

15.9 kW 

最小 

11.5 kW 

標準適室 

温暖地 

木 造 66 m ’(40 置)まで/コンクリート 92.5 m ’(56 置)まで 

暮を地 

木 造 67.日 rTf (41 置)まで/コンクリート107.5 m ’(65 置)まで 

外 お ブ 法 

高さ700 mm 幅830 mm 奥巧510 mm (置台を含む） 

質 量 

已2均 

電源電圧および周波数 

100 V 50/60 HZ 

定格消費電力 50/60 HZ 

点义時72/79 W 燃焼時86/94 W 最大95/99 W 

待機時消費電力 

1.7 W 

給が気筒の型なの呼び 

QU 49-2 

給が気筒の呼び径 

D 49 

お排気筒の壁質通部の孔径 

夺85 mm 

が 気温 度 

260で!^下 

電流ヒューブ 

管おヒューブ8 A 

をを 装置 

巧震自動消义装置•点义安を装置•燃焼制御装置•停電安を装置-過熱防止装置(安をサーモスタット） 

その他の装置 

排気管巧け検巧装置-過電流防止装置 

巧属品 

給が気筒忆ット1-スリーブ！ •置台1•背面カバー1•風量制御板 60 Hz 用1 • 

締巧バンド1•フィルタ万イド板上1•フィルタ万イド板下1•絶縁テープ1 • 

コ''ム製送ミ由管締巧八ンド2 ‘ 工事説明書1 • 取扱説明書1 


標準適室は、な団法人-曰本ガス石油機器工業舍の算定薑準によります。 


( 外お寸法図 


給が気筒おな巧じンター 
巧能難囲を示ず。(¢85) 
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(スペーサを使用しない場含） 


単位 ： mm 
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阻線図 


表示基板 揉た部昼板 



電源トランス 


電磁ポンプ 


( 送油経路図） 


パー ナ 


オイルフィルタ 送巧バルブ 巧タンク 



イクナイタ 


曲ア フターサー ビス 


保証について 


♦このコ□ナ密閔な石ミ由ス I ブにはな証書びついでいます。「お買いあげ曰•販売店咨 J などの記入をお確かめのラえ、販売店 
からお受けとりじなり、大切に保管しでくださし、。 

♦保証期間はお買いあけいただいた曰から1ホ間です。 

♦なのよラな原因じよる故障および事故じつきましでは、保証の巧象になりませんのでミち意しでください。 

♦変質な巧や不純なミ由など、また灯巧外の燃料使用による故障や事故。 

• 誤った使用ちをによる故障や事故。 


修理を依頼されるとを 


•本書の「故障•異常の見分けちと処置ちま J ページ）の頂に従って調べでち良くならないときは、電源プラグを巧いで 

お買いホめの販売店または、おおくの コ □ナお客様ご相談窓□にご連絡ください。 

参ご連絡いたださたい内容は巧の還りです。 

♦品名 •お買いあげ曰 

♦ 型なの呼び ♦ 故障が況（でさるだけ具体的に） 

•ご住所-ご氏名-お電話番貢 

♦修理に際しでは、保証書をご提示ください。保証期間中であれば保証書の規定(こ従って無料修理させでいただきます。 

♦ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い求めの販売店かお近くの コ □ナお客様ご相談窓□にお問い含わせください。 

V _ 》 


■保証期間び過ぎているときは 

♦お買い求めの販売店にご相談ください。修理(こよって使用できる製品についではお客様のご要望により有料修理いたします。 

■補修用性能部品の保有期間 

参石ミ由ストーブの補修用 I 性能部品（機能を維持するために必要な部品）の保有期間は製造巧ちのり後7年です。 

■修理に出されるときは 

♦輸送時や運搬時にミ由タンク内に灯ミ由び残ったままでずと、傾きや振動でなミ由びこぼれることびありますので、必す巧き取っ 
でください。 
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XI 0 加 1 な上 


10 cm 
が上 


1 - 1 

□ 

30 加 1 
な上 

[ 





I へ ju_/\o みレ 1 し c_ 



X 印の寸るは、防义' I ま能認証委員含により、巧接認定されたちのです。 
• 不燃物の場合でち、可燃物と同じ離隔距離にしでください。 


据付けについでは、义おす防条例、電気設備に関する技術富準など法ちの富華びあります。 

工事説明書の「特にを意しでいただきたいこと（安全のために必すお守りくださしり」をお読みになり、販売店 
または据付け業者とよくご相談ください。また、「標準据付け例」についでは、下図を参照しでください。 


〔標準撤寸け例） 


〈正面〉 

•'.可燃物，*‘ 


〈側面> 

-可燃物、/ 


體1 品 m 


巧, 

燃 

物 


150011 
が上 


因 


Qi 


本化固定を具 
/( 巧属品） 

/巧燃物' 


給気 


巡: m 煩織猫構！。) 


ぶ 

脈 

む 


排気 


60 cm 
凶上 


60 cm 
凶上 


、巧 

燃 

物 




60 cm 

上 


10 cm 


1—1 

□ 

30 cm 

[ 





巧 

燃 

物 


〈給排気筒の正面〉 

巧燃物，、、，' 


© 


45 cm 
な上 


45 cm 
凶上 


、巧 

燃 

物 


うこ-’地面-スラブ面など-‘-':—;— • 

I 不燃物の場合でち、可燃物と同じ離隔距離にしでください。 


た V -': 地面.スラブ面など：、';:' 


マントルピースなどに設置する場合のストーブ周囲寸法 


.可燃物* 


ストーブ'前面が壁面より 


I 、 I / 、 I、< 

L 弓 r 燃物’.、こ 


本体固定を具 


画据付け•ち設 


据付け•移設工事は販売店に依頼する 


据付けや移設工事は販売店または設置業者に依頼しで、お客様ご白身ではおこなわないでください。 


据付け場所の選定および標準据付け例 


I 巧燃物‘、， 
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給排気筒を延長ずる場合のま意 


給排気筒を延長する場さは、3 m 3@びり下で取り付けられる場所を還定しでください。 


積雪地区におけるを意 


積雪びをい地ちでは、積雪時に給排気筒び雪でふさびれないよラな取付場所を還定しでください。 

また、風びよどむよラな場所では、排ガスを再度吸い込んで不完全燃焼を起こすことびあります。 

V_ J 


据付け後の確認 


据付けび終わりましたら、もラー度、工事説明書の「特にを意しでいただきたいこと（安全のために必すお守り 
くださしり J をお読みになり、工事説明書に記載されているとおり据付けられでいるか確認しでください。 

V_^ 


試運乾は、販売店または据巧け業者とごいっしよに必すおこなっでください。 

1.運乾準備 （ c ^7 • 8ぺ—ジ） 

のなタンクにな巧 （ J 旧1导な巧）を給油してください。 

② 巧タンクの送;巧バルブを開き、送巧経お巧の空気巧きをしてください。 

③ ストーブ側面のか平器で、水平に設置されていることを巧認してください。 

④ ストーフ‘の屋台の上や送な管の接続部に、巧だまりや巧漏れびないか確かめてください。 

⑤ 運起スイッチび[停止）になっているか確認してください。 

参運転スイッチを權転〕のまま電源プラグを〕ン t ントに差しこむと、臣] r 臣宜び表示されます。 
この場さは、一旦運転スイッチを巧しちどしでください。 

⑥ 電源プラグをコン它ントに差しこんでください。 

• I A ま意 I 電源プラグは、コンじントに根元まで確実に差しこんでください。 


2.運拓 （原=9 • 10ぺ-ジ） 

①運拓スイツチを巧しでください。 

参運転ランプび点なし、燃焼ランプび点滅します。 

♦約10秒後に点义し、燃焼ランプび点なに変わります。 
♦点义後2〜4分後に巧流用送風機びまわり温風び出ます。 


巧めで使巧するとぎは… 


参ストーブ内の送;'由管にロミ由び満たされでいませんので、炎び立ち消えすることびあります。 

この場合は、一旦消义しで;ちめるのを待つでからをラー度点义しでください。 

参耐熱塗料などび焼けで煙とにおいび出ることびあります。窓を開けで部屋の換気をしでください。 


②運おスイツチを巧しをどしてください。 

♦運転ランプ、燃焼ランプび消なし、消义します。 

同時に温度表示から時刻表示に切り変わります。 

参本体巧部が';ち去 P するまで送風を継続し、5〜7分後に停止します。 
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仙台 m 宮城野区曰ノおの1 -7-32 
仙台市宮城野区曰ノお町1 -7-31 
郡山市亀田 1-51-9 
山お市東青田 3-6- 28 
酒田市錦の 1-183-1 


東京都北区豊島 8-4-8 
東京都北区豊島 8-4-8 
東京都北区薑島 8-4-8 
立川巿言松の 1-22-3 
松戸巿昌塚新田 95-5 
横お市戸塚区原宿4了目 7- 13 
山梨県中巨摩郡昭和の西を249 1-2 
さいたま巧北区宮原の 1-674-2 
さいたま巿北区き原の 1-674-2 
局崎巿問屋の西"!- 3-2 2 
宇都客巿藥源の2313 
太田巿言林東の2375 
か戸巿笠原の 653-2 
つくば巿谷田部 6788-1 9 


兰を巧的淵 3-2-1 5 
H ま市巧淵 3-2-1 5 
新爲巿東区江南 1-6-41 
長野巿大豆島5312 
松本巿爸質大ス保原78己2 


信越. 
北陸地区 


新 漏る 店 
云を サー ビスじン ター 
新潟東営業所 
長野営業所 
松本営業所 

金 おを 店 
をミ只サービスじンター 
富山営業所 
福な営業所 


関東地区 


H 条巿東新保 7-7 干9日 5-851 日 

柏崎巿宝の 2-58 〒日 45-08] 7 

長岡巿下をの憲ノ浦1069干 940-1 146 


TEL (0256)32-21 11(大代表) 
下£し(0257)23— 己17己りザ表） 
TEL (0258)22-2121( げ表） 


香ち屋巿熱田区桜田の 16-11 〒456-0004 

名ち屋巿熱田区桜田の1 6-1 1 〒456-0004 

静岡市駿ミ可区高松 2-15-30 〒422-80：34 

岐阜巿六条南 2-7-8 干500 -8358 

津巿高茶屋 3-29-38 〒51 4-081 9 

沼津巿西椎路 888-1 干41日-0303 

吹田市南を田1 -8-47 干 564-0044 

吹田市南を田1 -8-47 干 564-0044 

高松市今里町1 -8-5 〒 760-0078 

京都市伏見区竹坦段ノりI原町 70-1 〒61 2-8414 

ネ申口市西区枝吉 5-1 32 干651 -21 33 

彥根市正ま寺の南化78 千 522-0024 

福が山市馬巧索の68 干 620-0061 


TEL(052)746 -目600(げ表） 
TEU052)746-6603( げ表） 
TEU054)238-0005( 巧表） 
TEU058)268-7 日55(代表） 
TEU059) の 4 — 8471(代表） 
TEL(0 日 5)968 -目210(巧表） 

TEL(06)6380-21 1 U げ表） 
TEUO 目) 6386-5670 (代表） 
TEL(087)835-171 1(巧表） 
TE し (07 已 )643 —2002(イ表） 
TEL(078)922-243U 代表） 
TEU0749)24 —目239(代表） 
TEU0773)22-0827( げ表） 


FAX(052)884-65 己1 
FAX(0 己 2)884 —65己4 
FAX の 54)238-0006 
FAX(0 己 8)2 日8—75己0 
FAX の 59)234-8472 
FAX の日目) 968-621 2 

FAX(06) 目 386-72 目2 
FAX(06)6386— 5588 
FAX の 87) 呂 35-01 60 
FAX の 75) 日 43-0870 
FAX(078)922-2438 
FAX(0749)26 — 2116 
FAX(0773)23-7592 


広島市ミ佐南区巧園 3-27-20 〒731-0138 

広島市安佐南区祇園 3-27-20 干731 -01 38 

岡山巧辰巴 35-1 03 于700 -0976 

米ろ巿目夕美の 235-1 干 683-0035 

周南巿徳山まーノ片ま5631 -4 干74日-0882 

福岡巿博多区東比恵 2-2-40 于81 2-0007 

福岡市博多区東比恵 2-2-40 干81 2-0007 

j じ九州巿ル詹北区愛岩 2-6-4 〒803 -0828 

鹿兒島巿田上 7-1 6-日 〒890-0034 

熊本市尾ノ上1-り -12 干 862-091 3 

長崎県西彼许郡時津町を底郷お田 74-1 干851 -210 巨 
宮崎巿露島 3-59-2 〒880-00：32 

大分巿兰化 1-19-7 〒 870-0 108 


TEU082)871-3310( げ表） 
TE し (082)871 —331己(イザ表） 
TEL(086)243-7751 (代表） 
下[1_の859)33—8157(代表） 
TEU0834)22-5 己67如表） 

TEL(092)474 —已771 (1 ザ表） 
TEU092)474-600U げ表） 
TEU093)592-861 1(代表） 
TEU099)281-1321( げ表） 
TEU096)367-7361( げ表） 
TEU095)882-7710( 代表） 
TEU0985)29-1680( げ表） 
TEU097)523 -日161(げ表） 


FAX の 82)871-3306 
FAX(082)871-0272 
FAX の 86)243-71 91 
FAX の 859)23-0709 
FAX の 834)22-5589 

FAX(092)474-577 己 
FAX(092)474-6414 
FAX の 93)592-8666 
FAX の 99)281-1252 
FAX の 96)369-6323 
FAX(095)882-7767 
FAX の 985)25-0685 
FAX(097)523-5162 


干 030 -0946 TEL の 17) 742-8255( げ表） 
〒〇 30-0946 TEU01 7)743-2971 (代表） 
干 01 0-091 7 TEL の1 8)864 -日671 ( 巧表） 
干 01 0-0802 TE し (018)864-521 9(げ表） 
干 031 -0073 TEUCn 78)24-5289( げ表） 
干 031 -0073 TEL の 178)47-6609( 巧表） 
〒〇 36-8086 TEL の 172)28-3910( げ表） 
干 036-8086 TEU0172)26-4770( げ表） 
干 020 -0823 TEUOl 9)622-4791( 巧動 
干 020 -0823 TEL(019)604-0281 (代表） 
干 023-0002 TEl_(Cn 97)22—41 已己(イザ表） 

干 983-003 己 TEL(022)23 己一3181(巧表） 
干 983-003 日 TEL(022)783-1791 (げ表） 
干 963-8033 TEL の 24)938-2240( 巧表） 
干 990-2423 TEL(023)642— 3255(代表） 

干 998-0103 TEL の 234)31 -0571(げ表） 


FAX(01 7)742-8275 
FAX の 17)743-1 118 
FAX(018)864-8468 
FAX の 18)864-5760 
FAX の 178)4 己一4290 
FAX の 178)71-1344 
FAX の 172)28-0191 
FAX(0172)29-1 133 
FAX の 19) 目 22-5244 
FAX の 19)604-0283 
FAX の 197)22-4452 

FAX(022)23 巨一8810 
FAX の 22)783- 1792 
FAX の 24)938-3021 
FAX の 23)642-3254 
FAX の 234)31-0581 


干1 14-0003 TEL(03)3927-1 151(げ表） 

干11 4-0003 TEL 03)3911-1131 (巧表） 
Til4-0003 TEL 03)3927- 1152(代表） 
〒1 90-001 1 TEL(042)519-5271 (巧表） 

干 270-2222 TEU047)312-8330 (代勤 

干 245-0063 TEU045)8 日 2-4008( げ表） 

干 409-3866 TEL の 55)268- 1567(げ表） 
干 331-081 2 TEL 048)651-1722 (代勤 
干331 -081 2 TEL 048)651 -1231(げ黃 
干 370-0007 TEL 027)3 日1-4806(げ贵 
テ 321-0933 TEL 028)632 -日105(げ勤 
〒373-082日 TeU 0276 巧 8-6571( 巧表） 
干31 0-0852 TEU029)241-21 72(げ勤 

干 305-0861 TEU 日 29)839-5325( げ表） 


FAX の 3)3927-1 160 
FAX の 3)3927-1 130 
FAX の 3)3927-1 160 
FAX のが) 528— 2382 
FAX のが)31 2-8338 
FAX の 45)852 -己540 
FAX の 55)268- 1569 
FAX の 48)6 日 1-6370 
FAX の 48)651-6370 
FAX の 27)361-91 39 
FAX の 28)632 -己205 
FAX の 276)38— 5508 
FAX(029)241-4268 
FAX の 29)836-1913 


干 9己 5-0864 TE し (0256)32— 2126りず表） 
干 955-0864 了[しの256)32—2129(げ勤 

干 950-0855 TEU025)286-9131( げ表） 

干 381-0022 TEL(026)221-51 1 U 代表） 

干 399-0033 TEU0263)26-0051 (代表） 

干 920 -0027 TEL(076)2 目 0-0567 (代表） 

T920-0027 TEU076)260-0038( げ表） 

干 930-0985 TEL(076)444-0567 (代表） 

干 91 8-8237 TEU0776)23-0567 (代勤 


FAX(0256)35-8519 
FAX の 256)32— 2137 
FAX(025)286-3313 
FAX(026)221-0039 
FAX(0263)25-9961 

FAX(07 目) 2 日 0-077 日 
FAX の 76)260-0738 
FAX(076)444-061 1 
FAX の 776)23-0580 


東北地区 


h ネ ミミ 店 
青森サービスたンター 
秋田営業所 
秋旧サービス它ンター 
八戸営業所 
八戸サービス它ンター 
弓ム前営業所 
弓ム前サービス它ン ター 
盛岡営業所 
盛岡サービスたンター 
水お営業巧 


青巧巧ち館1了目 12-38 
青巧巿ち館1了目 12-38 
か:田市泉や巧4 了目 4-18 
秋田巧外姐川兰千刈 109-1 
ノ、口巿売巿4 了目 4-7 
ノ、戸市売市4了目 4-7 
弓ム前巿田園 1-2-1 
弓ム前市田園 1-2-1 
盛岡市門 2-1-42 
盛岡巿門 2-1-42 

奥州市水お区水お工業団地4 了目79 


札幌市白石区平和通16 了目南1 -1 9 〒〇 03-0028 

ホし幌市白 S 区米里3を2 了目 6-25 干003 -0873 

函館巿西ち梗の21 -2 干 041-0824 

旭川巿索姐川南1桑2了目 2-5 T078-8261 

帯広巿西18を北1了目1 7-1 干080 -0048 

重川路市巧圍町 4-1 7 干 085-0038 

が見巿美ちの 9-1-30 干090 -0064 


TEUOl 1)864-0440( げ表） 
TEL の1 1)879-2121( げ表） 
TEU0138)48-6070( げ表） 
TEUOl 66)37-2330 (代表） 
TEUOl 55)35-751 8(代表） 
TEUOl 54)24-41 91(げ表） 
TEU0157)26-21 03(げ表） 


FAXCOl 1)863-3154 
FAX のり)871 -2000 
FAX の 138)48 -目080 
FAX の國 37-2338 
FAX の 155)35-7510 
FAX の 154)24-0451 
FAX の 157)26-2107 


26098002 


東お地区 


近畿- 
四国地区 


中国地区 


九州地区 


北海道地区 


沖縄地区 


巧縄営業巧宜野湾巿宇地泊738 

シー サイド- パー ク102 


干901 -2227 TEU098)S97 -日677(代表） FAX の 98)897 -己679 


L お客様ご相談窓口一覧表 


修理サービスや製品についでのごす目談は機種咨をご確認の上、 
お買いあげの販売店または下記のごす目談窓□にご依頼ください。 

ご起居やご贈養品などでお困りの揚含は、下記のおおくの窓□にご相談く 
ださい。 

各称、巧を地、電話塞号は、変更する揚含びありますのでご3承ください。 


•アフターサービスのお問い合わせは下記へどラぞ 


コ□ナサービスセンター 
柄0120 -919-302 

^ (修理受付専用ダイヤル） 

FAX 01 20-919-322 


携帯電話 ’PHS 等か 5 は 
最寄のサービスセンター 
へ直接おかけ < ださい。 


5已 

J 日7 
TTTO 
-— * — 3 6 

新新町東 
西西や田 
駅駅田和 
市巿巿市 
只只心耳 
患栽富福 


店-巧巧巧 

夕 

- 業業業 

ちた 

営営営 

台- 

サ山形内 

台 

仙仙郡山圧 


店-巧所所所所店巧巧所所巧巧 

まに業業業業業ち^業業業業業 

ス 旨営営 

圏ビ営営営営営東ま営営営 

- こ宮 ば 

都聲巧川葉浜府関パ崎都田 I 戸く 

都 し 

首首東立千横甲化さ昌宇太水つ 


場扇場 

ェ H H 

社崎岡 
S 柏長 


店-巧巧巧巧店-巧巧巧巧巧 

夕 夕 

支^業業業5、^業業業業業 

け 業 まよ 4ち 


屋ビ営営営 I 


営営営営 

卜 一弓 反- し 

古^岡阜津 サ松都戸根。 

ち 阪 

爸各静岐津思大大昌京巧彦福 


店-巧巧巧店-巧巧巧巧巧巧 

夕 夕 

を^業業業宝^業業業業業業 


ス 


ご営営営 ご g 

ヒ ヒ W 言 

島- 司 I リ屋 

サ山子山 サ,^日。本崎崎が 

島 岡—ソ 

広広岡米徳福福化鹿熊長宮大 


ス 


営営 


営営営営 


店-巧巧巧巧巧 

夕 

_こ、^業業業業業 

支じ 

•^営営営営営 

幌 I 

サ館川広お見 

幌 

化化函化帯訓化 


103WA0451-0 12 3 dsp 21 


な巧ちな 3 U • 
















